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機械設備工事　特記仕様書－２

M-02
NON

NON

○ 破壊

ﾊﾛｹﾞﾝ化消火ｼｽﾃﾑ)

パッケージ型消火設備粉末消火器●

製造者名製造者名製造者名機  材
設備機材等指定表

 別図による。　　図面番号（　　　）

●

●

○●

番号は、改修標準仕様書の編・章・節・項を示す。

Ⅲ．機械設備解体工事仕様
１．共通仕様

２．特記仕様

１)

２)

１)
２)

本仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事

様書に規定されている項目以外は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書

工事種目に電気設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面による。

項目及び特記事項は､●印のついたものを本工事に適用する｡ただし●印のない場合は※印を適用する｡
特記事項に記載の[ ]内表示番号は、解体共通仕様書の編・章・節・項を示す。また、【　】内表示

（　　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　）
○
○○

○

○

○

○

○

 再資源化  ○
処分
－

住民の見やすい場所に掲示すること。
は奈良市環境政策課）に必要な書類の届出を行うこと。また、その内容を周辺

※所轄の労働基準監督署及び奈良県景観・環境総合センター（奈良市内において

調査

※

一時保管場所（　　　　　　　　）※手ばらし(湿潤化) ○（　　　　　　　）

（対象機器：　　　　　　　　　　　　　）微量PCBの測定を行う○

処分条件調査（収集運搬業者､処分業者､回収業者､産業廃棄物処理施設等）
調査結果報告書の提出

使用状況調査（製造所名、製造年、型式、種類、数量等）
（適用範囲：　　　　　　　　　　　　　）調査を行う

※手ばらし　（　　　　　　）  一時保管場所（　　　　　　　　　　　　）
○

【9.1.2】

【9.1.2】

特記事項

適用する

適用する

※

※

項目

棄物管理責任者
特別管理産業廃

石綿作業主任者

○

○

項
事
般
一

章

等
分
処
の
等
物
棄
廃
業
産
理
管
別
特 [5.1.3]※●

[5.5.1]

[5.4.1]

保管
再利用

再使用

○
○

再生処理

○

○

再利用○

焼却処分○

○

処分方法

処分方法

回収

 製造業者又は専門業者（回収委託）－　
 中間処理施設再生処理　　

○

※製造業者又はガス回収業者（回収委託）
※製造業者又は販売業者（回収委託）
※設備設置業者（回収委託）－　
※登録回収業者（回収委託）－　

○
○
※保管（保管場所：　　　　　　　　　　　　　）
※保管（保管場所：　　　　　　　　　　　　　）
 ※アスベスト含有建材の除去等による

特定化学物質
ガス
六フッ化硫黄（SF6)
イオン化式感知器
ハロン
フロン
種類

廃酸／廃アルカリ
廃油
PCB含有シーリング
PCBを含む機器類
廃石綿等
種 類

○

○
○
○

特殊な建設副産物の回収及び処分

○
○
○
○
○

特別管理産業廃棄物
廃棄物の処分等
特別管理産業

廃棄物リスト
特別管理産業

理
処
ト
ス
ベ
ス
ア

事
工
修
改
慮
配
境
環 【9.1.1】

基安化発第0821001号及び平成20年2月6日基安化発第0206003号）による。
「建材中の石綿含有率の分析方法」（平成18年8月21日基発第0821002号、
JIS A1481「建材製品中のアスベスト含有測定方法」による。

※
○

目視及び設計図書等による製造年等の確認

分析結果報告書の提出

分析方法
アスベスト含有建材の分析調査○

※監督員、工事監理者、請負者立会のもと調査を行う。
施工調査（アスベスト含有建材の有無）　　　施工調査等

【9.1.1】【9.1.4】

溶解固化○
セメント固化○

埋立処分○
※密封処理

処分

除去物及び汚染物等の処理

除去工法　
等の除去及び処分
ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材

【9.1.1】【9.1.5】

○埋立処分処分

除去工法　
の除去及び処分
ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板

手続き等

○除去後の仕上げ ○仕上げ表による

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材ﾘｽﾄ

●●

●●

●●

●●

●

（３）撤去後の補修は､原則として現状復旧とする。
（２）ダクト及び配管等の支持金物､吊りボルト等は本工事にて撤去する。
（１）引き渡しを要する配管､ダクト等の保温材は分離する。

●
○

○屋内消火栓

○

○

地中　）
屋外　）○屋内

屋内
○
○

（
（

消火用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管(STPG370VS 白管Sch40)
消火用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管(SGP-VS)

○
※

（２）地中配管

(2.2.1.2)

Sch80
（継手　　　　　　　）
○Sch40

配管用　）
○

○一般配管用○（ステンレス鋼管
圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370白管)
配管用炭素鋼鋼管(白管)

○
○

（１）一般配管　(連結送水管設備は既設再利用とする。)
図面に明記なき配管材料は､下記による。配管材料

○

(5.1.2.8)

本体の材質（○鋳鉄製（要部青銅製）　○ステンレス鋳物製）

(5.1.5.4)
ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製(1.5㎜以上)
ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製(1.5㎜以上)

○
○

鋼板製(1.6㎜以上)
鋼板製(1.6㎜以上)

※
※

屋外消火栓箱
屋外消火栓ﾎｰｽ格納箱屋外消火栓○

(5.1.5.3)（図面番号　　　）送水口の型式及び放水口の口径、材質は図示による連結送水管

消火ポンプ （図面番号　　　　　）フート弁の呼び径等図示による。○

●

●

○

●

●

●

●

図示による。（図面番号　　　　）

断熱材被覆銅管（メーカー標準品）

○配管用炭素鋼鋼管（白管）

●
排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管(D-VA)
硬質塩化ビニル管(VP)

○

（８）空調用排水管

圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370黒管Sch40)
銅管

○
○
※

（９）冷媒管

架橋ポリエチレン管（サヤ管）

○水道用硬質塩化ビニル管(HIVP) ○屋外）
屋外）
屋外）

屋内
屋内
屋内

○（
（
（

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(内外面ﾗｲﾆﾝｸﾞ)(SGP-PD,SGP-FPD)

（２）地中配管

(5.1.2.5)
（図面番号　　　　　）揚水管の材質､水中ケーブル及び電極の長さ等図示による。

運転方式､制御方式、24時間強制ﾛｰﾃｰｼｮﾝ機能､ﾌｰﾄ弁の呼び径等図示による。
(5.1.2.3)

(5.1.2.1)(5.1.2.2)

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

深井戸用水中モーターポンプ

小型給水ポンプユニット
共通ベースの材質､フート弁の呼び径等図示による。
揚水用ポンプ

○

○

○ポンプ類○

架橋ポリエチレン管（サヤ管）
水道用硬質塩化ビニル管(HIVP) 50A以下

○

○

○

○

別途工事（　　　　　　）

●

●

●

●

○○

○
○

○貯湯式　●瞬間式

●

硬質塩化ビニルライニング鋼管(SGP-VA,SGP-FVA) 65A以上

○

図示による。（図面番号　　　　）
○

○

○

○

○

●

○

（図面番号　M-22,23）

（図面番号　　　　）

無破壊検査で、Ｘ線撮影方式は、（２）箇所とする。

同上穴の本仕上げ工事は建築工事とする。
壁・床等の撤去跡の穴はモルタル等で穴埋めを行うこと。撤去跡

工事計画を行うこと。
現地確認

ダイヤモンドはつりを行う際には全数、無破壊検査を行うこと。
　　取扱い準備
はつりの

による。
既存建築物の設備配管等改修に係る貫通部の取扱い方針（奈良県営繕課）

の取扱い
既存建築物貫通部

文字書き

要○
（保温種別は､標準仕様書第２編表２.３.５の給水管の当該事項による。）

不要○

屋外の文字書きは､ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄや調合ﾍﾟｲﾝﾄ等耐久性のあるもので記入する。機器及び配管の

(2.2.1.5)図面に明記なき保温仕様は､下記による。井水等配管の保温

ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　　　　）

ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　　　　）○

去
撤

○

ガス供給者名　総発熱量　　　　　MJ/Ｎｍ3

○

○

○

○

○

○

●

○
○

○●

○

備

設

気

換

○○

○

配管用炭素鋼鋼管(白管)・・・高温排水

○

消火装置（ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ消火ｼｽﾃﾑ､不活性ｶﾞｽ消火ｼｽﾃﾑ(窒素､IG/55､IG/541)､泡消火ｼｽﾃﾑ

空気清浄装置（ｴｱﾌｨﾙﾀｰ(ﾊﾟﾈﾙ形､折込形)､自動巻取形ｴｱﾌｨﾙﾀｰ､電気集塵器）

冷凍機（チリングユニット(水冷式､空冷式､空気熱源ヒートポンプ)､吸収冷温水機、
吸収冷温水機ユニット､遠心冷凍機）

●

●

●

●

●

● ●

● ● ●

○

（図面番号　　　　　）

硬質塩化ビニル外面被覆鋼管(SGP-VS)

(汚水用､雑排水用､汚物用)､立形遠心ポンプ）

ｺﾝﾊﾟｸﾄ形空気調和機､ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式空気調和機）

鋳鉄製ふた（マンホールふた､弁桝ふた）
厨房機器（厨房システム）

製パネルタンク(溶接組立形)､ステンレス鋼板製パネルタンク(ボルト組立形)）
タンク(FRP製パネルタンク､密閉形隔膜式膨張タンク(空調用・給湯用)､ステンレス鋼板
衛生器具ユニット（衛生器具ユニット）
自動制御（自動制御システム）
ダクト付属品（吹出口･吹出口､風量ユニット(定風量･変風量)）

ポンプ類（横形遠心ポンプ(小形渦巻､小形多段遠心､両吸込渦巻)､水中モーターポンプ
送風機類（遠心送風機(多翼形送風機)､斜流送風機､軸流送風機､消音ﾎﾞｯｸｽ付送風機）
全熱交換器（全熱交換器(回転形､静止形)､全熱交換ユニット）

空気調和機（ﾕﾆｯﾄ形空気調和機､ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ及びｶｾｯﾄ形ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機､
冷却塔（冷却塔）

温水発生機（真空式温水発生機(鋼製･鋳鉄製)、無圧式温水発生機(鋼製･鋳鉄製)）
ボイラー（鋼製簡易ボイラー､鋳鉄製ボイラー､鋼製小型ボイラー､鋼製ボイラー）

・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・

・
・
・（設備機材）

○周辺環境調査（騒音・振動測定）

既設井分布調査　○法的規制調査
地表探査(イ)探査方法は､電気探査の比抵抗法による。

(2.2.1.2)

SGP-FVD）
SGP-VD）

○
○

SGP-FVA
SGP-VA

○
○

（
（

水配管用亜鉛めっき鋼管
ﾌﾗﾝｼﾞ付硬質塩化ビニルライニング鋼管
水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管
水道用硬質塩化ビニル管(HIVP)

○
○
○
○

図面に明記なき配管材料は､下記による。井水等配管材料

(7.1.2.1)

(ハ)解析は､標準曲線法によるものとする。
(ロ)測定方式は､直流型方式とする。

○
○

事前調査
さく井設備工事の○

他

の

そ

式
械
機

(5.1.5.10)

(5.1.5.8)

○ポリブデン管
○架橋ポリエチレン管ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　　　）　

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）
（図面番号　　　　　）

汚物用の場合の電動機の極数は図示による。
水中ケーブルの長さは図示による。
ケーシング、羽根車等の材質、着脱装置等は図示による。

不要○

名称：

（図面番号　　　　　））

別途工事）○本工事○（要○不要

要（取付箇所は図示による。

※

※

負担金

満水試験継手

○

○
(5.1.7.8)

強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製(FRP)板厚３㎜以上ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製(SUS304)板厚３㎜以上※グリース阻集器

(5.1.2.7)

加熱方式は、図示による
・焼物器・煮炊釜

備

設

器

機

房

厨

(5.1.6.6)

(5.1.6.6)電気ﾃｰﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ

ｶﾞｽﾃｰﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ (5.1.6.6)

(5.1.6.5)

(5.1.5.5)予作動式○

合成界面活性剤泡消火薬剤○

乾式○

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

湿式

水性膜泡消火薬剤※

散水ヘッドの形状は図示による。

感知用ヘッドの形状は図示による。
消火薬剤

閉鎖型スプリンクラーヘッド

連結散水

泡消火

スプリンクラー

○

○

(5.1.3.5)給湯熱効率(※９０％以上○　　％以上)潜熱回収型給湯器

(5.1.3.4)ガス湯沸器

（図面番号　　　　　）○

(5.1.3.8)

(5.1.3.7)

(5.1.3.6)

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

排気筒を外気に開放する場合の頂部形状は図示による。

タンク容量等図示による。

週間タイマーの有無等図示による。

筒
ガス給湯器用排気

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ給湯器

貯湯式電気温水器

○

○

(2.2.1.2)

耐熱性ライニング鋼管(SGP-HVA,SGP-H-FVA,SGP-H-FCA)
銅管（壁又は床埋設をする場合は､保温付被覆銅管を使用してもよい。）

○

図面に明記なき配管材料は､下記による。配管材料

局所式中央式給湯方式

(5.1.4.3)（図面番号　　　　　）材質､電気防食の方式等図示による。貯湯タンク○

(10.2.2.7)

(10.2.2.4)

(8.1.1.2)～(8.2.2.1)

(6.3.2.2)

(6.2.2.5)

(6.2.1.3)

(6.2.1.1)～(6.3.1.1)

(5.1.6.5)

(5.1.6.1)

(5.1.5.2)～(5.1.5.10)
粉末消火

屋外）
屋外）

○
○

あり）

屋内
屋内

抜取率　　　　　％

○

泡消火

○

○

（
（

別途工事 ）
別途工事 ）

○
○

（保温不要）

天井式有圧換気扇○

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　）

（図面番号　　　　　）
（図面番号　　　　　）

本工事
本工事
別途工事 ）

（図面番号　　　　）

スプリンクラー

○
○
○

屋外　）
屋外　）

（
（

浸透探傷検査又は粉体探傷検査）

○
○

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

○

○

軸流及び斜流送風機

フード等用簡易自動消火

設けない

○

本工事

ＰＥ管工法

屋内
屋内

２０㎏）

○

○

○

本工事（外部出力端子※なし

○
○

○

屋外消火栓

（

（
（

○
連結散水

設ける

○

○

放射線透過検査

（※５０㎏

(　　　　）

壁掛式有圧換気扇(フード付)
遠心送風機

要

ＳＧＭ工法

○

連結送水管

○
○

○

○

（

○

地域係数

ガス用ポリエチレン管
合成樹脂被覆鋼管

圧力配管用炭素鋼鋼管
配管用炭素鋼鋼管(白管)

耐火二層管（国土交通大臣認定品）
配管用炭素鋼鋼管(白管)
排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管(D-VA)
建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管(RF-VP)
水道用硬質塩化ビニル管(VP)

耐火二層管（国土交通大臣認定品）
排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管(D-VA)

○

一台の搬器につき一面を設ける

別途工事

不要

溶接工法

ネジ工法

適用する
適用しない

※

○
※

液化石油ガス
都市ガス

不活性ガス消火

○

○
○
○

○

設計用水平震度は､設計用標準水平震度に地域係数を乗じて求める。

号機選択スイッチ
○

換気用送風機
コンクリート躯体工事(土工事を含む)
防護さく
送風機室

※

※

○

○
※
溶接部の非破壊検査

地中埋設管に電気防食を施す場合は図示による。

※

（２）地中配管

（１）一般配管
図面に明記なき配管材料は､下記による。

すのこの有無等図示による。

甲板の厚さ､材質及びすのこの有無等図示による。

すのこ､引出し､戸棚等の有無等図示による。

化粧板の有無､流しトラップの材質等図示による。

は壁にｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄで固定できるよう補強及び固定金具を備える。
燃焼機器､加熱調理機器､高さが1.0ｍを超える機器及び図示による機器には､床又

（３）流し等の床上露出部分の配管は､硬質塩化ビニル管(VP)でもよい。

（２）通気管

脇台､盛付台等)

撤去工事

耐震措置

運転操作盤

現場施工形
消毒
汚泥引抜き清掃

処理種別

負担金

ピット内施工法
方法
地中埋設管の接合

鋼管の溶接接合
液化石油ガス用

防食処置

配管材料

ガスの種類

ｶﾞｽ及び電気ﾌﾗｲﾔｰ

作業台 (調理台､

流し

機器の固定

消火設備の種類

用水中ﾓｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ
汚水､雑排水､汚物

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

事
工

備
設
車
駐

備

設

槽

化

浄

備

設

ス

ガ

備

設

火

消

備

設

湯

給

備

設

水

排

屋外埋設）※水道用硬質塩化ビニル管(VU) （○
屋外）○屋内○（建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル(RF-VP)○

別途桝（　　　　　　　　工事）○浄化槽
浄化槽

タンク本体給水栓用配管接続口 ○ 設ける ○ 設けない

外部保温 なし○あり○ステンレス鋼板製パネルタンク
鋼板製一体形タンク○

○
○ 単板形○複合板形※FRP製パネルタンク

○ポリブデン管

器具配置
紙巻器、便器洗浄ボタン、呼出ボタンの配置はＪＩＳ Ｓ ００２６による。

(5.1.1.11)

(5.1.1.12)

(5.1.1.14)

(5.1.1.15)○手洗器一体型　○手洗器分離型　○自動供給式

）

（図面番号　　　　　　　）

発電式　）

タッチスイッチ式）

○

●

設けない○

○

乾電池式
なし　）

センサー式

○

○

あり
AC電源式

○
●

電気開閉式（
手動式（※レバー式

●
●

設ける（ピット内は除く）※

手動スイッチ（
電源供給方式（

○

陶器製又は金属製の縁付きとし､大きさは図示による。

操作方式

大便器耐火カバー

自動水栓

水石鹸入れ

化粧棚

洗浄弁

○

多目的トイレの

(5.1.1.8)

(5.1.1.9)（図面番号　　　　　　）

（図面番号　　　　　　）

壁･床･天井､付属品の仕様は図示による。
JIS A 5532(浴槽)､JIS A 5207(衛生陶器)､照明の種類､給水･給湯管の要否､管材､

壁･床･天井､付属品の仕様は図示による。
JIS A 5532(浴槽)､プラスチック浴槽ふた､照明の種類､給水･給湯管の要否､管材､

複合浴室ユニット

浴室ユニット

○

(5.1.1.6)
汚物流しの種類、シャワー付水栓、給湯方式、配管材料は図示による。
（図面番号　　　　　　　）ユニット

壁掛型汚物流し

(5.1.1.7)

(5.1.1.5)

(5.1.1.4)

(5.1.1.3)

なし　）○あり●脱臭機能（なし　）○あり●

（図面番号　　　　　　　）

（図面番号　　　　　　　）

（図面番号　　　　　　　）

による。
洗面器の種類及び給湯管の要否､配管､ケーシングの化粧前板･甲板の仕様は図示

図示による。
小便器の種類及び節水装置の組合せ､配管､ケーシングの化粧前板･甲板の仕様は

図示による。
大便器の種類及び給水装置の組合せ､ケーシングの化粧前板･甲板の仕様､配管は

温風乾燥機能（

洗面器ユニット

小便器ユニット

大便器ユニット

(3.2.2.1)
厨房､浴室等の多湿箇所の排気ダクトに設ける。

(4.1.5.1)

(4.1.4.3)

(4.1.4.4)

（図面番号　　　　　　）システム構成、仕様及び外観形状は図示による。

（図面番号　　　　　　）システム構成、仕様及び機能は図示による。

(4.1.4.2)

(4.1.4.1)

（図面番号　　　　　　　）システム構成、仕様及び機能は図示による。

(4.1.2.3)

(4.1.2.2)

(3.2.1.15)
(3.1.11.1)～(3.1.11.4)％）防振基礎（振動絶縁効率○標準基礎※基礎

電動機直動式の場合の極数等図示による。

(3.1.14.6)グラスウール製○亜鉛鉄板製※
ボックスの材料
吹出口及び吸込口●

(3.1.15.8)～(3.1.15.10)

(3.1.14.8)

(3.1.14.7)

亜鉛鉄板○

手動復帰式○

設けない

手動復帰式

設けない

○

○

○

設ける

設ける

○

○

ステンレス鋼板(補強共)※

遠隔復帰式

グリスフィルター

※
遠隔復帰式（電気式(定格入力 DC24V 0.6A以下)）

プラグ又はステンレス製コックを

るものとし､材質は次による。

※

グリスエクストラクター

ピストンダンパーの復帰方式

防煙ダンパー･防火防煙ダンパーの復帰方式

○

（３）フードの内側周囲にはといを設け､といには呼び径10～20の黄銅製コック､
（２）フード囲いにダンパー類の点検口を

（１）排気フードの補強､支持金物､接合材等は､亜鉛鉄板製ダクトの当該事項によ

ドレン抜き

ピストンダンパー
防火防煙ﾀﾞﾝﾊﾟｰ
防煙ダンパー

排気フード

(3.2.1.16)
(3.1.11.4)

(3.2.2.1)

(3.2.2.1)～(3.2.2.2)

(3.2.2.1)

％）

煙感知器連動
ダンパー形

○
○

軸流送風機

パネル形

○

電気式　）
○

○

（図面番号　　　　　　　）

機械式○（

普通鋼板製

図示による。

○

○

○

防振基礎（振動絶縁効率
斜流送風機

手動

○
○

○

高圧２ダクト

㎡

スリットフェイス形

○

○

事務所○

標準基礎※

配線は別途工事（電気設備工事）とする。

遠心送風機

亜鉛鉄板製

アングルフランジ工法

高圧１ダクト

最大面積
廊下

基礎
※

（３）ダンパー本体及び操作箱との渡り配線は本工事とし、それ以降の制御配管
（２）排煙口の作動
（１）形状

※

※

○

○
○

排煙機

排煙口及びﾀﾞﾝﾊﾟｰ

ダクトの材料

ダクトの工法

ダクトの種別

排煙対象部分

○

○

○

○

○

○

備

設

煙

排

(2.2.1.2)

(5.1.4.2)

(2.2.1.2)

(5.1.1.2)

(5.1.1.2)

(4.1.1.1)

なし

屋外）

○）

屋内

（図面番号　　　）

（

浄化槽二次側

ポンプ直送方式

雑排水○

名称：

（図面番号　　　　　　）

合流式

（図面番号　　　　  　）

汚水

○

圧力タンク方式

別途工事）

（図面番号　　　　　　）

（図面番号　　　　　　）
（図面番号　　　　　　）

○

汚物
分流式
分流式

※

瞬間式　）

（

小便器分離型

屋外
屋内

本工事

○

直放流下水管
直放流下水管

あり

○

高置タンク方式

（要

貯湯式

○

水道用硬質塩化ビニル管(VP)

不要

水道直結方式

小便器一体型

（１）汚水･雑排水管･薬液排水管
図面に明記なき配管材料は､下記による。

（２）雑排水
（１）汚水

ポンプ排水
汚水･雑排水と雨水
汚水と雑排水

※

（１）一般配管
図面に明記なき配管材料は､下記による。

加熱方式（

●

電線管及び付属品等の規格は図示による。
電線及びｹｰﾌﾞﾙの規格､通信信号線の規格及び使用区分､線径及び本数は図示による。

種類及び機能は図示による。

集合表示装置は図示による。
印字装置の方式は図示による。

操作部電動弁の開閉状態を遠方表示するための電気接点は図示による。

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式調節部の中央監視制御装置との通信機能は図示による。

配管材料

放流先

タンク

加入金等

配管材料

給水方式

温水洗浄式便座

小便器用節水装置

電気計装用機材

端末装置

周辺装置

中央監視盤
一般
中央監視制御装置

自動制御機器

自動制御設備一般

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

備

設

水

排

備

設

水

給

備

設

具

器

生

衛

備

設

御

制

動

自

備

設

気

換

※

（１）運転方式

※基礎

（図面番号　   　　）

(3.2.1.15)
水抜き穴（※設けない　○設ける）

標準基礎 ％）防振基礎（振動絶縁効率○

(3.1.11.1)～(3.1.11.4)送風機○ 電動機の仕様等は図示による。

本体及びﾍﾞｰｽの材質､構成、形式、ﾌｰﾄ弁の口径、電動機等図示による。

接続口を設ける（○還水管　○排水管）ヘッダー (3.1.13.5)○○

(3.1.13.6)）なし○あり○溶解栓（密閉形隔膜式膨張タンク○

(3.2.2.2)

(3.2.2.1)～(3.2.2.4)

(3.2.2.1)

スライドオンフランジ工法）○

フレキシブルダクト●

高圧２ダクト○

共板フランジ工法

スパイラルダクト

（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）
適用表示厚さ(㎜)

高圧１ダクト○

450以下
ダクトの長辺(㎜)

（長辺の長さが１５００㎜以下の部分）
コーナーボルト工法（

低圧ダクト

厨房用排気ダクトの板厚は下記による。

※

板厚

ダクトの工法

ダクトの種別

(○SUS304○SUS316○SUS444)配管接続は図示によるSUS鋼板溶接加工

（図面番号　   　　）
※標準基礎 (3.2.1.16)

(3.1.12.1)～(3.1.12.6)
％）防振基礎（振動絶縁効率○基礎

ポンプ類○

(3.1.13.5)

(3.1.13.2)

ステンレス鋼板製(SUS304)）○鋼板製○（開放形膨張タンク○

※

膨張タンク

還水タンク

○

○

(3.1.10.1)～(3.1.10.9)
コンベクター､パネルラジエーターの寸法､放熱能力等図示による。

加湿器、冷媒､成績係数等図示による。ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

サブドレンパンの適用は図示による。

(3.1.5.1)～(3.1.5.10)

高温再生器（○煙管式　○液管式）

○圧縮機インバーター制御（図面番号　　　　）○始動方式（図面番号　　　　）
氷蓄熱用に使用する場合の仕様（図面番号　　　　　） (3.1.3.1)～(3.1.3.4)

ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ
○

○

(3.1.1.11)～(3.1.3.11)冷媒

(3.1.1.13)～(3.1.7.14)
グリーン購入法で定める数値以上とする。

成績係数

(3.1.3.4)

(3.1.3.3)

設けない

設けない

○

○

設ける

設ける

○

○

電動機盤内の進相コンデンサー

電動機盤内の進相コンデンサー

ｽｸﾘｭｰ冷凍機

遠心冷凍機

○

(3.1.3.7)
（図面番号　   　　）
（図面番号　   　　）

(3.1.3.6)

（図面番号　　　　　）
設けない
設けない

○
○

設ける
設ける

○
○

冷却塔､ポンプの補機類の組み込みの有無等図示による。

排熱を回収又は投入している運転状態における燃料削減率は図示による。
高温再生器の構造は図示による。
排熱投入型再生器
排熱熱交換器

機ﾕﾆｯﾄ
小型吸収式冷温水

水機
直だき吸収式冷温

○

○

(3.1.4.1)～(3.1.4.16)（図面番号　　　　　）仕様､システム等は図示による。ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置○

(3.2.1.11)

カプセル式）○外融式○内融式

（図面番号　　　　　）
（図面番号　　　　　）

○
（図面番号　　　　　）

ダイナミック形
スタティック形（

○
○

基礎等は図示による。
タンク本体の材質は図示による。

氷生成装置
冷媒は図示による。氷蓄熱ユニット○

(3.1.7.1)～(3.1.7.7)
（図面番号　   　　）

（図面番号　   　　）

（図面番号　   　　）
（図面番号　   　　）

（図面番号　   　　）

（図面番号　   　　）

図示による。

加湿器､ｴｱﾌｨﾙﾀｰ､制御盤等図示による。

加熱器，加湿器､ｴｱﾌｨﾙﾀｰ､冷媒等図示による。

加湿器､許容騒音レベル､吐出口風速等図示による。

防振基礎標準基礎※

パッケージ形空気調和機
カセット形ファンコイルユニット

ファンコイルユニット

コンパクト形空気調和機

ユニット形空気調和機

基礎

○

○

○

○

○空気調和機

（図面番号　   　　）

(3.1.9.1)～(3.1.9.4)

(3.1.9.1)～(3.1.9.4)

(3.1.8.1)～(3.1.8.6)

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

（図面番号　　　　　）

ファンコンベクターの吹出口､吸込口､エアフィルター等図示による。

運転表示灯及び操作スイッチ等は図示による。

回転数制御装置は図示による。

フィルターの形式等図示による。

付属品
放熱器及び放熱器

全熱交換ユニット

回転形全熱交換器

空気清浄装置

○

○

(5.1.3.2)
(3.1.2.2)

(3.1.1.12)

(3.1.1.10)

(3.2.1.5)
(3.1.1.9)

(3.1.1.8)

(3.1.13.7)

(3.1.15.13)(3.2.15.14)

)

）

○

○

○
○

記号　TOSF-

Sch80

４.５㎜

エポキシ樹脂被覆

一般

○

○

○

別途建築工事
別途建築工事

※

○
○

）

（

WPM-A450

Sch40

設けない

手動式

○

○

○
○
○

３.２㎜

比例制御
設けない
要

別途建築工事

※

○
○
○

○
本工事
本工事

※
※

記号 TO-

○

設ける
１筒式
自動式

溶融アルミニウムめっき２種

※
※
※

設ける
不要
アスファルト被覆

本工事

設けない(コロッケ形)
WPM-AW700

風速センサータイプ

○

※
※
○

※

○
○

○

送風機なし

（

○

ハイ･ロー制御○

鋼製強化プラスチック製二重殻タンク
地下オイルタンク

施工する
施工しない

WPM-AW800
○
※

地中(屋内及び屋外)）

○
※

※

送風機付き

（

※

水道用硬質塩化ビニル管(HIVP)
ポリエチレン粉体ライニング鋼管(SGP-PA,SGP-FPA)
硬質塩化ビニルライニング鋼管(SGP-VA,SGP-FVA)

配管用炭素鋼鋼管(黒管)（トラフ内共）

圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370黒管)

一般配管用ステンレス鋼管(SUS304)（継手　　　　　　　）
圧力配管用炭素鋼鋼管(STPG370黒管Sch40)

熱媒水に腐食抑制剤を添加する方法
溶融亜鉛めっき２種55

設ける（電源制御盤より取り出し配管配線は本工事に含む。）
設けない

オン･オフ制御

メカニカルタイプ

○

○
〇

○

※
※

○
※

○
○
※

○
○
ステンレスを除く鋼製の場合の内面防錆処理は

（３）処理水用硬度測定器
（２）イオン交換樹脂筒

○
○

煤煙濃度計取付座及び煤塵量測定口(80φ以上)の箇所は図示による。
図面に明記なき鋼板製煙道の厚さ

○
（９）遠隔油量指示計
（８）基礎杭

（７）タンク外面防護処理
（６）内部充填砂
（５）コンクリート躯体工事
（４）コンクリート工事
（３）タンク室
（２）蓋

（１）本体

○

（７）空調用給水管

（６）油管

（５）高温水管

（４）蒸気還管

理
の本体内面防錆処
無圧式温水発生器

給水軟化装置

ばい煙濃度計

鋼板製煙道

バーナーの制御方式

地下オイルタンク

変風量ユニット
定風量ユニット

○

○

○

○

○

○

○

備

設

和

調

気

空

○

○

●アングルフランジ工法●

厨房用排気ﾀﾞｸﾄの●

０.５以上
０.６以上
０.８以上

450を超え､1200以下
1200を超え､1800以下
1800以上 １.０以上

○○● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

（図面番号　　　　　）送風機

グリス除去装置

○

● ●

（図面番号　　　　　　）

施工に際して現地事前確認を十分に行い、運営に支障の無いように

共通仕様書・同解説(令和4年版)」(以下「解体共通仕様書」という。)による。ただし、解体共通仕

4(建築工事編)令和　年版」(以下改修標準仕様書」という。)による。

破壊　　●
○

○

ガス漏れ警報器○ ○

●

● ●

●
●

○
○

●

〇

●

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(内外面ﾗｲﾆﾝｸﾞ)(SGP-VD,SGP-FVD)

○
○水道配水用ポリエチレン管（※屋外）　

○

○

○ ○ ○

ポリエチレン粉体ライニング鋼管(SGP-PA,SGP-FPA)●

● ● ●
工事範囲 ●

合併処理

●

●

※

※

●

○

(8.3.2.1)

○次亜塩素酸ソーダ消毒装置○
消泡剤式

（図面番号　　　　　）
（図面番号　　　　　）

○

標準図(機材１)によるﾏﾝﾎｰﾙふた(水封式)（錠又は回転ロック付）
固形塩素剤消毒装置
ノズル式

※
○
○

基礎等の厚さ等図示による。

土留め等は図示による。
管材及び弁類は図示による。
マンホール
消毒装置
消泡装置

制御盤 ● 漏電､過負荷､満水警報等の一括故障表示用無電圧接点及び端子を設ける。●

ユニット形● （図面番号　浄化槽設備図参照　）

合併浄化槽・放流槽新設

排水方式

●

● ●

●

○ ○
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